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本書の構成を示せば次のようである。

序 章 二つのグローパリゼーションと二つの世紀

末資本主義

第 l章 アメリカ冷戦体制の構築

第2章冷戦体制の揺らぎ

第3章冷戦構造の溶解＝冷戦体制の解除とアメリ

カ一国覇権主義

第4章 冷戦体制の解体・解除とアメリカ製造業の

空洞化

第ラ章 アメリカ一国生き残り覇権主義としての世界

軍事＝石油支配

第6章 アメリカ覇権主義と一国生き残りとしての金

融収奪劇

第7章 2009年世界恐慌と金融横奪戦略の破綻

第8章 ポスト冷戦と日本資本主義の戦後段階

第9章アジアの「工場化jの歴史的意味と人類の

未来

以下主要点を紹介しよう。第I章では米ソ冷戦体制

のもとでアメリカは通貨金融面ではIMF＝ドノレ体制を，

生産技術面では原子力・電子・航空・ミサイノレ・人工衛

星などの新鋭軍事産業二超独占体体制を作り上げ，ア

メリカ本国をコアにして多国籍企業の形態をとってヨー

ロツパへ，そして加工モノカルチャーの形をとって日本

へと展開した。日本とヨーロツパ諸国はこの多国籍企

業がアメリカの政治＝軍事戦略と結合していたため，

政治的＝軍事的にも従属することになった。

第2章ではアメリカの国際収支の赤字がドノレを不安

定化し， 1971年のニクソンショックによって金とドルの交

換がなくなりインフレが高進し，スタグプレーションに突

入した。これに対しイギリスではサッチャー，アメリカで

はレーガンの新保守主義が台頭する。

第3章では 1991年のソビエト連邦の崩壊が軍事優

先・行政・指令的経済が消費を置き去りにし，国民の低

消費を前提にした経済構造，東欧の衛星諸国やエジ

プト，アフガニスタンなど途上国への経済・軍事援助，

ベトナム戦争やアフガニスタン戦争への出費などが招い

たものであることを述べる。また中国がアメリカの冷戦
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体制に組み込まれてゆく中で「改革・開放j政策が国是

となり，外資に先導される経済成長を遂げる。こうした

「社会主義jから資本主義への回帰は，国・公有のもと

での生産力・生産性上昇の難しさを認識させたとする。

そして20世紀社会主義が破綻したのは第一にソ連型の

計画経済が消費のための計画でなく，生産のための計

画であったこと，第二には，在来重化学工業段階にお

いては，上からの指令・命令が効率を発揮したが， 1970

年代以降生産様式に根本的変化が起きた。「ME＝情報

革命jにより製造工程，製品もデ、ジタノレ化され，民需品の

生産が質量ともに飛躍的に増大したことによると指摘して

いる。第三は国家が工場や農場を所有すれば，全人民

のものになるとしたが実際は生産財を所有する特権層

ノーメンクラツーラが生み出された。 20世紀社会主義の

崩壊は，「労働Jの問題をつかめなかったからだとする。

資本主義社会の失業の恐怖と報酬に代えて，社会主義

では協同的自主管理システム，報酬主義を超えたシステム

で生産力水準の不断の発展を成し遂げなければならない。

第4章では 199ラ年のG7の為替相場の「秩序ある反

転Jを経て8月Iラ日， 日米独の為替協調介入によって

マルク円安・ドノレ高を目指す「逆プラザjlこよってアメリカ

への資本還流を打ち出す。ウインドウズ9うによってイン

ターネットブームに火が付き， 「ニューエコノミーJとなっ

た。アメリカ資本・企業は国際的戦略提携，アウトソー

シング，ファプレスなど直接的な製造・生産工程を持た

ずに，間接的な事務，流通部門，製品開発部門の

「情報ネットワーク化jを進めた。

第ぅ章ではアメリカのポスト冷戦期の新戦略，金融

横奪と軍事＝石油支配のうち石油支配を論じ， 6,7章

で金融横奪を論じている。湾岸戦争はアメリカが多数

の小国を加えた大軍を結成し，ソ連崩壊後の世界にお

ける唯一の超大国の地位を証明したもので、あった。ま

たカスピ海に近接したカザフスタン，ウズベキスタン，ト

ノレクメニスタン，アゼノレバイジャンなどの中央アジア地

域に眠っている膨大な石油，天然ガスを獲得するため

パイプラインの建設競争に参加している。

第6,7章ではアメリカ生き残りの最後の手段としての μ
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金融収奪について論じている。第一幕は欧州の92,

93年の金融危機で、その主役はジョージ・ソロスのクオン

タム・ファンドで、あった。これによってイギリスとイタリアは

欧州通貨制度から離脱を余儀なくされ，翌年にはドイ

事＝経済的必要からアメリカによって導入・移植された

工業生産カが戦後日本資本主義の基盤「零細土地所

有＝零細農耕」にあたり，それが反応物質・触媒となって，

異常なまでの化学反応＝爆発ニ経済成長を引き起こした

ツ・マノレクとオランダ・ギノレダーを除く介入変動幅は上下 とする。日本の稲作農業は［苦汗j・「桐密」・「協同／協

1ラ%に拡大された。第二幕はアジアの通貨危機である。 調jという労働力の質と耕作面積の零細性という特性が

震源地のタイについて述べる。タイは91年4月，外国 ある。日本の「高度成長J＝「強蓄積Jにとって欠かせな
為替管理の自由化， 92年1月，商業銀行の預金金利 い桐密・精確・協調・苦汗労働力はこの「零細土地所有ニ

の完全自由化，何年にはパンコック・オフショア市場が

開設された。タイの資本自由化である。このパンコッ

ク・オフショア市場でおは海外からの短期資本の国内貸付

けが認められていたため，膨大な資本がタイ国内に流

入し，過剰流動性状態が醸成された。 97年1月，タ

零細農耕」から供給された。さらに1946年3月「財産税

法」により免税額10万円で税率は累進で最高税率は

1ラ00万円で90%となり，これにより大土地所有に集中し

てきた都市の土地が一挙に多人数小面積所有になった。

経済成長とともに農村から都市へと出てきた労働者は，

イ・パーツに対し，ヘッジファンドによる空売りが仕掛け 土地付き一戸建て住宅（マイホーム）願望を掻き立てられた。

られ，いったんは中断したが，タイ中央銀行がパーツ 高度成長による太平洋ベルト地帯への資本・企業と

を買い支えるドノレ準備を使い果たしたとこでh再びアッタッ 労働者の集中・集積は地代・地価高騰の強い誘因と

クされタイ・パーツは一挙に下落した。このタイの通貨危 なった。地価高騰・投機が可能になったのは土地の零

機はインドネシア，マレーシア，香港，韓国へと伝播した。 細性による。不動産に動産並みの流動性が生まれ，地

このアジアの金融危機は，アメリカが金融力によってアメ 価投機は19うl年から90年までおおよそ40年間継続し，

リカの覇権の維持・強化をもくろんだこと，しかもこの投機 「土地神話Jが生まれ，キャピタノレゲインは発生し続け，

がインターネット上の為替取引である点が特徴的である。 含み益経営が編み出され，資本・企業は土地を担保・

アメリカでは1980年代半ば以降，新自由主義による 原資に間接・系列金融によって資本を生み出した。さら

規制緩和＝金融自由化とコンピュータ利用による金融 に土地は投機の対象になり，投機利益をも生み出した。

技術の発展で，資金の運用・調達の方式が大きく変化 それは土地には制限原理を持たない「絶対的私的所有

し，住宅ローンの証券化，自動車ローンやクレジット 権jが認められ，農地改革によって細分化された零細

カード等の債権の証券化が生み出された。この過程で 農地と，財産税法による都市の零細宅地が土地の切り

金融的収益を求めて実物・実体と切り離された証券が 売りを可能にしたからである。日本の製造業労働者数

無制限に膨れ上がった。これがデリパティプ（金融派生商

品）である。そしてこれが世界中に販売されたのである。

この中に不良債権，所得の低い信用力に乏しい人向

けのサププライム組成金融商品が，とりわけハイリター

ンを謡ったへッジファンドの金融商品に多く混じっていた

のである。サブプライム関連の金融商品の価格下落，

不良債権化に始まる金融恐慌はヨーロツパの金融機関

に大きな打撃を与え，ニューエコノミーのアメリカに依

存していた日本，ドイツをも世界恐慌に巻き込むことと

なった。これは国際収支のバランスをなんとかやりくりし

ようとしたアメリカの金融的対処の破綻である。

第8章では日本資本主義が分析される。戦後日本

は1955年から80年のお年間に8倍の成長を達成する。

アメリカ，西ドイツ， フランスの2.ぅ倍，イギリスの1.6倍

と比較しても異常な急成長である。これは戦後日本資

本主義が欧米と異なるストラクチャーとメカニズムを持っ

ていたからであるとする。それは冷戦体制の政治＝軍
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は19う0年から1970年の20年間でう76万人増加する。

農漁民数は694万人減少する。戦後日本資本主義は

農村における零細土地所有＝零細農耕，そこで、陶冶さ

れた労働力という基盤がなければ存立しえなかった。

高度成長が生み出した膨大な供給力は国内の消費

では賄えず，外需は必然となり，輸出は強制的となっ

た。こうして戦後日本資本主義の基本構成〈外生循環

構造〉が成立した。その基盤は零細土地所有＝零細農

耕であり，その核心は稲作労働で陶冶された労働力で

あり，これが枯渇し，農業の衰退＝農村の崩壊がはっ

きりした時，「産業の空洞化j，日本資本主義の「失わ

れた20年jが始まった。

第9章で、はコピ一生産としての急速なアジアの工業

化として，なぜ先進工業国とはいえない中国において

いともたやすく工業製品生産が可能になったのか。中

国では製造工程の労働者は「両手両足ながら作業jに

耐える労働者を採用し，一日の教育を受けたあと3日
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聞のライン（組み立て工程）研修を受けて製造ラインに

入る。製造ラインはセル生産方式で，製造現場は基幹

機能部品の半導体基板と射出成型されたプラスッチク

部品とプレス加工された金属部品などの手による組み

立てなどである。ここでは熟練は不要である。生産は

無人・自動生産である。コンピュータシミュレーションで、

設定がされれば，あとはコピー生産となり，未熟練労

働さえ不要である。このことが可能になったのは，労

働対象がマクロ物体から物体自体を構成する原子・電

子・分子等ミクロ構造の操作可能’性を生み出したことに

よる。ここから化学繊維・ゴム・工業用プラスチックなど

の新素材が開発・実用化されている。半導体がそのよ

い実例である。半導体は製造工程でシリコンを純粋な

物質，単結晶にする必要がある。これを製造するには

ある結晶個体において，任意に設定した結品軸座標系

に固体中の原子配置を統一的にコントローノレ・記載しな

ければならない。 1970年代後半以降，こうした原子配

列の制御が可能となり，化学と物理学が融合したナノ

テクノロジーが新素材の開発・実用化を促進した。これ

らの新素材はすべて自然界には存在しないもので，旧

来の諸資源・原料を使って，原子・電子・分子等をミク

ロ構造的に設計・操作することによって創造される。こう

した新素材の中で、レアメタノレとプラスチックが重要になっ

てきている。ガリウム，ニオブ， コノレタン，ガドリニュー

ムなどがレアメタノレとして注目され，プラスチックは現在

高分子系素材として「エンジニアリング・プラスチックjと

呼称され金属材料に代わる新素材になっている。この

新素材は熱可塑性を持つため「射出成型Jによって家電

製品，自動車部品など様々な部品に加工されている。

この新素材に働きかけるために労働手段にも革命が

必要となる。開発された新素材を加工するための新た

な装置が開発実用化されていく。この新たな装置はこ

れまで、の機械とはコンセプトを異にする。本来の機械が

働きかける労働対象は，機械に代わる新しい労働手

段・「科学的加工装置」によって別工程で生産されてい

る。それは複雑な形状のエンジニアリング・プラスチック

材のモジューノレ部品，あるいは基幹部品の感光体・

レーザユニットなどのプリント配線実装基板などである。

現段階のマイクロ・エレクトロニクス革命を歴史的に位

置づけると， A・スミスの道具を使用する共同労働・一般

的労働で生産力発展の鍵は「分業jからマルクスの原動

機，作業機，伝導機構からなる機械体系，さらに第4

の要素としてのオートメーシヨンの後に展開する新たな

段階とみることができる。それは従来のマクロの労働対
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象でなくミクロ物体の加工であり，生産過程で重要な役

割を担うのは労働手段である科学的加工装置であり，

それを操作するコンピュータソフトであり，それを作成す

るソフト労働である。現在の情報革命を担う中心はイン

ターネットである。インターネットの開発者たちは仕様を

公開し，誰一人として権利を主張しなかった。なぜ、なら

これらの人々は，多くの関係者が新しい提案をインター

ネット上に公開し，問題点や解決策等を議論し，相互

に批判・検討しあうことが， ソフトやネットワークの拡大・

発展には必要不可欠であると認識していたからである。

インターネットの生成史から言えることはインターネットが

自律的で平等で、自由な諸個人によって，公開の場で議

論され生成され発展してきたということである。

この原理は機械制大工業の編成原理の中に包摂し

きれないもの＝情報が登場し，それが生産・社会の決

定的な要素になってきたことを意味する。

以上本書の紹介をしてきたが，冷戦体制の成立から

崩壊，ポスト冷戦の世界体制をこれだけコンパクトにま

とめた力量に敬服します。特に優れていると思われるの

は各所に用いられている統計，図表の詳細な紹介です。

これだけの図表を作成するだけでも大変な作業であると感

服しています。以下若干の問題指摘をしたいと思います。

第ーはポスト冷戦期におけるアメリカの評価について

である。アメリカ製造業は空洞化し，外部資源を活用

する仮想企業体として生き残る道を模索する。その中

で湾岸戦争，イラク戦争など一国覇権主義による世界

軍事＝石油支配を推し進めていく。そして最後は金融

略奪戦略を行い世界金融恐慌によって破綻する。この

ことは冷戦体制の崩壊はソ連の崩壊のみならず，アメリ

カ体制の落日をも意味してはいないだろうか。涌井氏

は，世界ケインズ政策の破綻，軍事インフレ蓄積機能

の機能不全としているが事態はもっと深刻であると思わ

れる。世界資本主義体制としてのアメリカ体制の崩壊の

後にいかなる体制が到来するのかの展望がないという事

態が，まさに現在とすれば，将来社会の新しい目がどこ

にあるのか，インターネットが作り出す社会がどんな社会

なのかを我々は真剣に考える時代になってνると言えよう。

第二には日本とアジアの経済発展が将来どのように

なるのかについてどう考えるのかである。日本，韓国

に続いて中国の急成長が世界の工場として持続するこ

とは，地球環境の問題から考えても不可能なのではな

いだろうか。環境と調和しながら持続する発展をするた

めにはどうすればよいのか，涌井氏のこの著書はこの意

味でも大きな問題提起を我々に提出していると思います。
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